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10月の出来事
●時　事
  5日  日銀「ゼロ金利」4年3ヶ月ぶりに復活
  6日  ノーベル化学賞に鈴木氏、根岸氏
13日  チリ落盤事故、69日ぶり全員生還
20日  リニア「南アルプスルート」で事実上決着
    　  円高の進行

●山梨県中央会ニュース
  1日  組織専門委員会（全国中央会）
7、21、28日  農商工連携ナビゲーター育成講座
12日  女性部県大会
15日  第14回郡内地域組合交流会正副会長会議
16日  甲府大好きまつり
25日  組合青年部県大会・交流会
28日  全国中央会特別委員会

11月の予定
  6日  中小企業団体ゴルフコンペ
10日  正副会長会議、中央会創立55周年記念式典
12、19、24日  農商工連携ナビゲーター育成講座④
18日  第62回中小企業団体全国大会（奈良県）

 ● 1面  駒沢大学青木教授が講演、郡内交流会を開催
 ● 2面  組合員の皆様必見！全中の業務災害補償制度
 ● 5面  女性部県大会開催、伝説のマナー講師平林先
          生が講演　
          農商工連携ナビゲーター育成講座が開講
 ● 8面  インターンシップ体験記
その他、各種事業案内、施策等々情報を掲載

今月の見どころ
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11月号　中
央
会
は
、10
月
15
日（
金
）午
後
２
時
か

ら
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル（
富
士
吉
田

市
）に
お
い
て
、「
第
14
回
郡
内
地
域
組
合
交

流
会
」
を
開
催
し
た
。

　当
日
は
、郡
内
地
域
に
あ
る
会
員
組
合
の

役
職
員
・
組
合
員
企
業
、行
政
関
係
者
等
約
百

名
が
参
加
し
た
。

　は
じ
め
に
、郡
内
地
域
の
役
員
を
代
表
し
て

渡
辺
副
会
長
よ
り
開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
内
藤
悦
次
会
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。あ
い
さ
つ
で
は
「
米
国
の
景
気
後

退
と
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
財
政
不
安
等
に
よ
る
世

界
的
経
済
の
先
行

き
不
安
や
日
本
経

済
に
お
い
て
も
設

備
投
資
や
個
人
消

費
な
ど
内
需
の
低

迷
に
よ
る
経
済
の

収
縮
が
、地
域
の

中
小
企
業
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
非
常

に
心
配
さ
れ
る
が
、こ
の
苦
境
を
乗
り
切
る
た

め
に
も
、中
小
企
業
連
携
に
よ
る
組
合
の
力
で

乗
り
切
ろ
う
、中
央
会
で
は
な
お
一
層
中
小
企

業
組
合
支
援
の
拡
充
・
強
化
図
っ
て
い
く
。」

と
述
べ
た
。

　ま
た
、丹
沢
博
山
梨
県
商
工
労
働
部
長
、大

森
大
一
山
梨
県
富
士
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所

長
、滝
口
明
富
士
吉
田
市
都
市
産
業
部
長
の

３
名
を
来
賓
に
迎
え
、代
表
し
て
丹
沢
山
梨

県
商
工
労
働
部
長
よ
り
、官
民
一
体
と
な
っ
た

地
域
経
済
振
興
・
発
展
を
目
指
す
旨
励
ま
し

の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。続
い
て
出
席
し
た
正

副
会
長
、常
勤
役
員
、郡
内
地
域
の
組
合
を
母

体
に
持
つ
中
央
会
役
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

　研
修
会
で
は
、駒
沢
大
学
経
営
学
部
市
場

戦
略
学
科
の
青
木
茂
樹
教
授
が
招
か
れ
、「
経

験
価
値
を
創
り
だ
そ
う
！
情
報
化
時
代
の
地

域
戦
略
」
〜
郡
内
中
小
企
業
の
地
位
と
振
興

の
方
向
〜
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。青

木
教
授
は
、流
通
シ
ス
テ
ム
論
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
チ
ャ
ネ
ル
論
を
専
門
分
野
と
し
て
お

り
、情
報
化
時
代
の
進
展
の
解
説
、そ
れ
ら
を

活
用
し
て
の
地
方
戦
略
に
つ
い
て
聴
講
者
に

熱
く
提
言
し
た
。氏
は
甲
府
市
在
住
で
、山
梨

経
済
振
興
の
た
め
の
社
会
活
動
に
も
積
極
的

に
係
わ
り
、Y
B
S
ラ
ジ
オ〝
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
〞

の
マ
ス
タ
ー
、Y
B
S
テ
レ
ビ〝
週
末
仕
掛
人 

ヤ
マ
ナ
シ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
〞コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
、山
梨
日
日
新
聞
「
展
望
台
」
の
執
筆
な

ど
幅
広
く
活
躍
中
の
人
物
。

　引
き
続
き
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、

勝
俣
副
会
長
が
座
長
を
務
め
、複
数
の
参
加

者
か
ら
業
界
の
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
等
の

現
状
や
展
望
、中
央
会
等
に
対
す
る
意
見
・
要

望
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。限
ら
れ
た
時
間
で

あ
っ
た
が
、富
士
吉
田
織
物
㈿
事
務
局
長 

渡

辺
教
一
氏
、県
撚
糸（
工
組
）理
事 

加
々
美
徳

一
氏
、上
野
原
機
械
器
具
工
業
㈿
理
事
長 

小

俣
精
三
氏
、岳
麓
自
動
車
検
査
事
業
㈿
理
事

長 

半
田
幸
久
氏
よ
り
発
言
が
あ
り
、同
席
し

た
講
師
の
青
木
氏
が
総
評
を
述
べ
締
め
く

く
っ
た
。

　最
後
に
、郡
内
地
域
の
役
員
と
し
て
勝
俣

副
会
長
よ
り
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、出
席

者
全
員
が
郡
内
地
域
の
中
小
企
業
の
発
展
の

た
め
団
結
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

　現
在
、郡
内
地
区
に
は
織
物
、機
械
金
属
、

小
売
、サ
ー
ビ
ス
業
等
の
会
員
組
合
が
42
組

合
あ
り
、様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。本
交

流
会
は
、郡
内
地
域
の
会
員
組
合
が
一
堂
に
会

す
る
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、組
合
及
び
中

小
企
業
者
が
相
互
に
連
携
し
、親
睦
を
深
め

て
も
ら
い
今
後
の
組
合
活
動
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

郡内地域中小企業の振興と
組合活動のさらなる活性化を目指して

第
14
回
郡
内
地
域
組
合
交
流
会
を
開
催

上野原機械器具工業㈿
理事長 小俣精三氏

岳麓自動車検査事業㈿
理事長 半田幸久氏

県撚糸（工組）
理事 加々美徳一氏

富士吉田織物㈿
事務局長 渡辺教一氏

駒澤大学　青木茂樹教授

意見交換会では、勝俣副会長が座長を務めた

主催者あいさつを述べる
内藤会長

主催者あいさつを述べる
内藤会長
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ibuki
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　中小企業を取り巻く事業環境は厳しさを増す一方、労災事故は増加傾向
にあります。更に、平成18年４月の法改正により企業側の安全配慮義務は厳
格化の方向にあり、業務災害へのリスク管理の重要性はますます高まってい
ます。
　このような状況を踏まえ、山梨県中小企業団体中央会として、「中小企業
向け支援事業の充実」を目的に、既存の所得補償制度の拡充策として「経営
ダブルアシスト（制度運営幹事引受保険会社：東京海上日動火災保険）」の導
入を決定しました。
　この「経営ダブルアシスト」は、中小企業の従業員、経営者双方の業務災害
リスクに対応する補償に、全国団体のスケールメリットを活かした低廉な保
険料でご加入いただける制度です。
　また、本制度は売上高を基にした保険料算出により、従業員の増減時の加
入・脱退手続きが不要で、パート・アルバイトなど非正規雇用者も自動的に
補償対象になるなど簡便な手続きを特徴としております。
　特に注目される点は、労災リスクに対する「企業防衛」を経営者の皆様に
ご提供できることです。近年うつ病による自殺や過労死等の新しい労災リス
クが増加しており、メンタルヘルスに起因する労災において、高額な賠償責
任が続出しています。経営者の皆様にとって、こうした労災リスクに対する
「経営リスク」に対処することは、重要な経営課題であると言えます。
　今回導入した「経営ダブルアシスト」の商品特徴をまとめると次の通りと
なります。

①一般の加入より最大46％割安に加入できる。
②企業の法律上の賠償責任を最高１億円まで補償する。
③保険料は「売上高」と「業種」に基づいて算出される。
④従業員の増減時の加入・脱退手続きは不要。
⑤パート・アルバイトなどの非正規雇用者も自動的に補償対象と
なる。
⑥保険料は全額損金処理の上、満期時の保険料精算は不要。
⑦建設業の場合は、下請業者も補償し、「経営事項審査制度」の加
点ポイントとなる。

　経営者の皆様が抱える「労災リスクに対する企業防衛策」が、使用者賠償
責任部分で補償される点が、従来の業務災害補償制度ではなかった内容と
なっています。
　今回の制度導入を機会に、従業員、経営者双方の業務災害リスクに対応す
る東京海上日動火災保険株式会社の「経営ダブルアシスト」の加入を検討さ
れてはいかがでしょうか。

※この「経営ダブルアシスト」は、一般傷害保険・労働災害総合保険（使用者賠償責
任保険）の概要をご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず（重要事項説明
書）を良くお読みください。

　９
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）の
両
日
、神
奈
川
県
厚
木
市
に
お
い

て
、「
第
５
回
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
！
B
―
1
グ
ラ
ン
プ
リ

in
厚
木
」
が
46
団
体
の
出
展
に
よ
り
開
催
さ
れ
、「
み
な
さ
ま
の
縁

を
と
り
も
つ
隊『
甲
府
鳥
も
つ
煮
』」
が
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲

得
し
、殿
堂
入
り
を
果
た
し
た
。

　「
B
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典 

B
―
1
グ
ラ
ン
プ
リ
」（
通
称
：

B
―
1
グ
ラ
ン
プ
リ
）は
、「
B
級
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち
お
こ
し

団
体
連
絡
協
議
会
」（
通
称
：
愛
B
リ
ー
グ
）が
主
催
す
る
「
B
級

ご
当
地
グ
ル
メ
」
の
日
本
一
を
決
め
る
大
会
で
あ
る
。

　入
場
料
は
無
料
で
、18
日
は
17
・
5
万
人
、19
日
は
26
万
人
、合
計

43
・
5
万
人
の
来
場
者
数
で
あ
っ
た
。来
場
客
が
複
数
の
出
展
料
理

（
価
格
は
３
０
０
円
〜
５
０
０
円
程
度
）を
食
べ
比
べ
た
後
、自
分

の
気
に
入
っ
た
料
理
に
投
票（
使
用
後
の
箸
で
行
い
、１
膳
２
本
を

２
票
と
し
、来
場
客
1
人
に
つ
き
2
つ
の
料
理
ま
で
投
票
で
き
る
）

す
る
審
査
方
法
で
、『
甲
府
鳥
も
つ
煮
』の
箸
の
重
量
は
4
2
，

1
1
0
ｇ
で
、2
位
の『
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
』（
岡
山
県
真
庭
市
）と
は
、

わ
ず
か
５
９
０
ｇ
の
差
で
あ
っ
た
。

  

B
―
1
グ
ラ
ン
プ
リ
に
参
加
す
る
に
は
愛
B
リ
ー
グ
に
加
盟
す
る

こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
お
り
、本
県
で
は
、他
に
「
大
月
市
お
つ
け

だ
ん
ご
の
会『
お
つ
け
だ
ん
ご
』」
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
。

　グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
っ
た
料
理
は
一
気
に
知
名
度
が
上
が
っ
て
お
り
、

２
０
０
８
年
の
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
の『
厚
木
シ
ロ
コ
ロ・ホ
ル
モ

ン
』の
経
済
効
果
は
、本
大
会
後
の
３
ヶ
月
で
約
30
億
円
に
上
っ
た

と
さ
れ
る
。 

　年
々
、話
題
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、本
大
会
の
翌
日
か
ら
甲
府
市

内
の
鳥
も
つ
煮
を
提
供
す
る
飲
食
店
に
客
が
詰
め
掛
け
、５
倍
以
上

の
集
客
と
な
っ
た
他
、精
肉
店
に
よ
っ
て
は
、10
倍
以
上
の
取
扱
量

と
な
る
な
ど
、経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。ま
た
、商
品
化
が
進

ん
で
お
り
、「
鳥
も
つ
の
た
れ
」
や
「
鳥
も
つ
」
の
レ
ト
ル
ト
食
品

な
ど
の
取
り
引
き
も
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

　本
県
の
観
光
は
、紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
春
の
桜
、桃
の
開

花
ま
で
閑
散
期
と
な
る
。『
甲
府
鳥
も
つ
煮
』の
効
果
を
い
つ
ま
で
持

続
で
き
る
の
か
。ま
た
、そ
の
効
果
を
県
全
体
の
観
光
に
ま
で
繋
げ

ら
れ
る
の
か
。『
甲
府
鳥
も
つ
煮
」
が
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
対
策
の
起
爆

剤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　『甲府鳥もつ煮』を観光の起爆剤に！！

　商品名は、全国中小企業団体中央会の業務災害補償制度（経営ダブルアシスト）で、主な補償内容は、役員・従業員を対象
とした「死亡・後遺障害」・「入通院」の補償に加え、経営者の皆様が法律上の損害賠償責任を負担することによって被る「使
用者賠償責任」・「事業主費用」の補償がセットになり、安全配慮義務違反等による企業の法律上の賠償責任も補償する画期
的な商品となっております。

中小企業の従業員、経営者双方の
業務災害リスクに対応する新たな
「業務災害補償制度」を導入しました。

中小企業の従業員、経営者双方の
業務災害リスクに対応する新たな
「業務災害補償制度」を導入しました。

2010年10月　10-T-05580
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データから見た業界の動き（平成22年9月分）
収益状況
2009年9月

景況感
2009年9月

売上高
2009年9月

2010年9月 2010年9月2010年9月

減少
52% 不変

32%

増加
16%

悪化
48% 不変

46%

好転
6%

悪化
54%

不変
46%

減少
38%

不変
38%

増加
24% 悪化

34%
不変
58%

好転
8%

悪化
38%

不変
50%

好転
12%

（平成22年9月分）
　本県の９月の景況では、全業種のDI値が、売上高－
14（前年同月比＋22）、収益状況－26（前年同月比＋
16）、景況感－26（前年同月比＋28）と前年同月比は
全項目でポイントが改善している。業種別のDI値で見
てみると、製造業は、売上高－15（前年同月比＋40）、
収益状況は－20（前年同月比＋20）、景況感は－15
（前年同月比＋45）と前年同月比のポイントは改善し
たが、売上高の前月比では－20ポイントと悪化した。
また、非製造業のDI値は、売上高－13（前年同月比＋
10）、収益状況－30（前年同月比＋13）、景況感－33
（前年同月比＋17）と、製造業と同様に前年同月比に
おいては全項目で改善しているものの、前月比売上高
は、非製造業で－23ポイントと悪化しており、全体の
売上高の前月比は－22ポイントの悪化となっている。
  政府発表の月例経済報告では、これまで「景気は持ち
直してきている」としてきた国内景気の表現を「このと
ころ足踏み状態となっている」とし、基調判断が下方
修正されている。
　急速な円高の影響や海外経済の減速を受けての景
気の停滞が要因と思われるが、中小企業への今後の影
響が懸念される。
　情報連絡員による県内の９月の業況報告は、一部で
は売上の伸びなど好転している業種も見受けられた
ものの、全体的に厳しいコメントが占めており、製造業
では、「受注、売上の減少」「先行きが不透明」「見通しは
暗い」など不安材料あるといった報告が目立った。非
製造業では、卸売業、宿泊業で尖閣諸島影響の問題に
よる影響が出ているほか、今夏の猛暑の影響を受けて
いる業界もある。
　中小企業の厳しい経営環境は、依然として続いてお
り、製造業、非製造業ともに先行きの不透明感と不安
材料が増している状況が見受けられる。

山梨県中小企業団体中央会
情報連絡員報告

業
界
の

　動
き

データから
見た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　当
業
界
の
現
況
は
、事
業
の
再
編
や
生
産
拠
点
の
移
行
等
に
よ
り

大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　特
に
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
環
境
変
化
に
よ
り
製
造
業
の

仕
事
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。ま
た
、円
高
の
影
響
も
伴
い
、各
企
業

と
も
海
外
と
の
価
格
競
争
等
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　過
去
に
お
け
る
、経
済
発
展
途
上
の
日
本
の
も
の
づ
く
り
は
、手
先

を
技
と
し
て
優
れ
た
製
品
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ス
ト
の
削

減
、生
産
体
制
の
自
動
化
に
よ
り
、最
近
で
は
新
興
国
の
発
展
に
伴

い
、海
外
で
も
様
々
な
機
械
が
導
入
さ
れ
、生
産
に
お
い
て
は
日
本
と

同
じ
条
件
で
も
の
づ
く
り
が
出
来
る
状
況
に
あ
る
た
め
、メ
ー
カ
ー

各
社
は
現
在
の
円
高
状
況
と
も
相
俟
っ
て
、海
外
か
ら
の
安
い
商
品

を
輸
入
す
る
と
い
っ
た
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、安
定
的
な
経
済
成
長
を
維
持
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
、最
新
設
備
の
導
入
や
優
秀
な
人
材
確
保
が
不
可
欠

と
さ
れ
て
い
る
中
で
、構
成
員
一
丸
と
な
っ
て
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
整
備
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
を
行
い
、個
々
の
企
業
の
経
営
強
化
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　ま
ず
、当
業
界
で
は
前
述
の
と
お
り
円
高
の
影
響
に
よ
り
、各
企
業

と
も
海
外
と
の
価
格
競
争
等
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、個
々
の
企
業
の
体
質
改
善
、生
産
性
の

効
率
化
、優
秀
な
人
材
の
確
保
、新
製
品
開
発
、後
継
者
の
育
成
等
と

言
っ
た
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　そ
の
中
で
、組
合
と
し
て
は
、こ
の
よ
う
な
様
々
な
課
題
に
対
応
す

べ
く
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
た
め
、実
際
に
現
場
体
験
を
し
て
も
ら
う
研
修
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
、新
製
品
開
発
と
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
、海
外
と
の

差
別
化
を
図
る
た
め
、日
本
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
価
値
の
あ
る
新
製
品

を
開
発
し
、そ
の
技
術
等
を
若
者
へ
引
継
ぎ
、後
継
者
を
育
成
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、こ
の
経
済
状
況

の
中
で
、若
者
達
に
ど
の
よ

う
に
や
る
気
を
持
た
せ
、利

点
を
与
え
て
い
く
の
か
が
今

後
の
大
き
な
課
題
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　今
後
、当
業
界
と
し
て
は
、

日
本
の
将
来
を
見
据
え
製

造
業
等
の
も
の
づ
く
り
を
活

性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

 

　
　業
界
か
ら
一
言

　今
回
９
月
の
調
査
は
、8
月
に
引

き
続
き
、円
高
に
よ
る
県
内
の
中
小

企
業
や
業
界
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

前
回
以
降
の
動
向
と
現
状
、今
後
の

懸
念
材
料
な
ど
を
聞
い
た
。主
な
業

界
の
報
告
は
次
の
と
お
り
。

　「
輸
入
材（
外
材
）は
減
少
傾

向
」（
木
材
製
品
）、「
大
手
企
業
や

下
請
企
業
の
海
外
生
産
シ
フ
ト
進

展
は
、零
細
企
業
の
危
機
的
状
況

を
招
く
と
懸
念
さ
れ
る
」・「
受
注

量
の
著
し
い
減
少
が
あ
る
」（
一
般

機
械
器
具
）、「
地
金
の
高
騰
に
よ

る
商
品
単
価
の
上
昇
」（
宝
飾
・
貴

金
属
製
造
）、「
外
国
人
観
光
客
の

増
減
に
大
き
く
影
響
」（
宿
泊
業
）、

「
国
内
工
場
の
海
外
移
転
と
空
洞

化
が
加
速
し
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
系

の
輸
送
が
減
少
す
る
」（
運
輸
業
ト

ラ
ッ
ク
）

■
製
造
業

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
猛
暑

の
影
響
と
消
費
マ
イ
ン
ド
の
低

下
か
ら
ス
ー
パ
ー
、専
門
店
向
け

と
も
低
調
で
売
上
は
大
幅
な
落

ち
込
み
。今
後
は
、コ
ラ
ー
ゲ
ン

等
を
使
用
し
た
健
康
菓
子
に
力

を
い
れ
た
い
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）／
ワ
イ
ナ
リ

ー
は
10
月
に
入
る
と
ワ
イ
ン
ヌ

ー
ボ
ー
の
製
造
が
始
ま
る
。今
年

は
原
料
の
ブ
ド
ウ
が
病
気
で
不

作
。製
造
量
が
予
定
通
り
確
保

で
き
る
か
、ま
た
価
格
面
な
ど
不

安
材
料
が
あ
る
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
婦
人

服
地
の
引
き
合
い
は
、初
秋
物
の

時
期
が
短
縮
さ
れ
、円
高
の
影

響
も
あ
り
一
時
の
活
発
さ
が
な

く
な
っ
て
き
た
。袖
表
は
最
盛
期

の
70
％
程
度
で
あ
り
、順
調
に
オ

ー
ダ
ー
は
入
っ
て
い
る
が
、原
糸

が
不
足
し
て
い
る
。傘
関
係
に
オ

ー
ダ
ー
が
入
り
出
し
た
が
、ロ
ッ

ト
小
さ
く
、全
体
的
に
厳
し
い
。

●
窯
業・土
石（
生
コ
ン
）／
昨
年
に

比
べ
か
な
り
数
量
が
増
加
し
た
。

リ
ニ
ア
、商
業
施
設
ほ
か
、甲
府

地
区
の
一
部
小
中
学
校
の
体
育

館
な
ど
が
動
き
出
し
た
こ
と
が

要
因
。し
か
し
峡
北
、峡
西
地
区

は
著
し
く
土
木
物
件
が
減
少
。

●
一
般
機
器
／
業
種
に
も
よ
る
が
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
に
比

べ
て
、マ
イ
ナ
ス
20
％
位
の
仕
事

量
に
戻
っ
て
来
た
が
、価
格
面
で

2
〜
3
割
の
値
引
が
あ
る
た
め

実
質
は
55
％
〜
60
％
の
売
上
。

今
後
の
見
通
し
は
、新
興
国
向
け

の
設
備
関
連
の
減
少
や
、円
高
に

よ
る
輸
出
関
連
に
影
響
が
出
て
、

国
内
の
在
庫
量
が
増
大
す
る
中

で
、円
高
に
よ
り
中
国
、韓
国
か

ら
の
製
品
が
流
れ
込
ん
で
来
る

た
め
、尚
一
層
厳
し
い
状
況
に
な

る
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
例
年
は
9

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
ク
リ
ス

マ
ス（
年
末
）商
戦
の
生
産
で
忙

し
い
が
、こ
こ
数
年
通
常
月
と
変

わ
ら
な
い
状
況
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）／
依
然
と
し
て

仕
入
れ
競
争
が
あ
り
、利
益
率

が
低
下
し
て
い
る
。尖
閣
諸
島
問

題
で
輸
出
古
紙
関
係
に
問
題
が

出
る
こ
と
を
懸
念
。

●
小
売（
青
果
）／
天
候
不
良
、高

温
に
よ
り
野
菜
、果
実
が
不
作
で

あ
り
、入
荷
減
少
で
高
価
格
と
な

っ
て
い
る
。当
分
こ
の
状
態
が
続

く
。

●
小
売（
食
肉
）／
夏
の
猛
暑
の
影

響
で
、豚
枝
肉
価
格
が
高
値
で

推
移
。ま
た
、客
足
も
乏
し
く
、売

上
、粗
利
共
に
減
少
。後
半
は
Ｂ

―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
優
勝
の
効
果

で
と
り
も
つ
の
動
き
だ
け
は
顕

著
。

●
小
売（
水
産
物
）／
9
月
前
半
は

8
月
の
猛
暑
の
後
遺
症
で
引
き

続
き
景
気
低
迷
感
が
強
か
っ
た

が
、後
半
は
天
候
が
味
方
し
、景

気
の
下
げ
止
ま
り
感
を
実
感
。

●
小
売（
自
動
車
）／
新
車
購
入
補

助
金
の
打
ち
切
り
に
よ
り
、足
元

の
受
注
は
前
年
比
約
40
％
に
ま

で
落
ち
込
む
と
予
想
。

●
小
売（
石
油
）／
原
油
価
格
が
上

昇
傾
向
に
転
じ
る
中
、円
高
ド
ル

安
で
ガ
ソ
リ
ン
、軽
油
が
小
幅
の

値
下
げ（
1
円
〜
2
円
程
度
）、

灯
油
は
横
ば
い
と
な
っ
た
。10
月

は
原
油
価
格
が
75
ド
ル（
1
バ
レ

ル
）台
と
下
落
傾
向
に
転
じ
た
こ

と
や
需
給
緩
和
を
反
映
し
て

S
S
の
販
売
価
格
は
横
ば
い
と

予
想
。

●
不
動
産
取
引
／
7
月
1
日
現
在

の
基
準
地
価
格
も
18
年
連
続
下

落
で
、か
つ
、横
ば
い
の
地
点
も

な
し
。

●
宿
泊
業
／
尖
閣
諸
島
問
題
以
降

中
国
人
観
光
客
の
キ
ャ
ン
セ
ル

が
相
次
ぎ
、組
合
員
合
計
で
千

人
余
り
に
も
な
り
、キ
ャ
ン
セ
ル

料
も
入
ら
な
い
状
況
。今
後
ま
す

ま
す
中
国
人
観
光
客
の
割
合
は

大
き
く
な
る
た
め
、受
け
入
れ
態

勢
は
も
ち
ろ
ん
、キ
ャ
ン
セ
ル
料

の
契
約
も
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。

●
設
備
工
事（
電
気
工
事
）／
民
間

工
事
が
例
年
に
比
べ
落
ち
込
ん

で
い
る
。ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
受

注
は
安
値
物
件
し
か
伸
び
て
お

ら
ず
、一
部
の
電
気
業
者
が
対
応

し
て
い
る
が
利
益
率
は
見
込
め

な
い
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
9
月
に

入
り
工
事
量
が
増
加
、そ
れ
に
比

例
し
て
材
料
の
売
上
も
上
が
り
、

前
年
同
期
レ
ベ
ル
ま
で
持
ち
直

す
と
思
わ
れ
る
。

製品開発を行う様子
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　山
梨
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合
は
、組
合
青
年

部
が
中
心
と
な
り
、10
月

16
日
17
日（
土
・
日
曜
日
）

の
両
日
に
甲
府
市
の
小
瀬

ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
芝
生
広

場
で
開
催
さ
れ
た
農
業
ま

つ
り
に
出
展
し
た
。当
日

は
、農
協
や
地
域
の
農
業

者
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
新
鮮
で
お
い
し
い
農
産

物
、加
工
品
な
ど
の
安
価

に
よ
る
販
売
、山
梨
県
農

業
大
学
校
の
学
生
な
ど
が

精
魂
込
め
て
作
っ
た
野
菜
や
花
な
ど
の
販
売
や
、安
全
・
安
心
で
美

味
し
い
県
産
食
肉
の
試
食
・
販
売
も
行
わ
れ
た
。

　出
展
内
容
は
、農
機
の
展
示
や
農
業
機
械
の
購
入
・
修
理
・
点
検

は
、「
信
頼
の
置
け
る
技
能
士
」
が
い
る
農
業
機
械
の
専
門
店
で

あ
る
組
合
加
盟
店
の
ピ
ー
ア
ー
ル
用
チ
ラ
シ
の
配
布
と
、組
合
の

共
同
購
買
事
業
で
取
り
扱
っ
て
い
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
の
「
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
」
「
火
災
報
知
器
」
、鈴
木
油
脂
社
の
「
機
械
の
洗

浄
剤
」
、ジ
ャ
ス
コ
社
の
「
草
刈
り
機
の
刃
」
や
芳
賀
ビ
ニ
ー
ル
社

の
「
コ
ン
バ
イ
ン
カ
バ
ー
」
等
の
商
品
展
示
を
行
い
組
合
員
の
販

売
促
進
に
努
め
た
。

　農
業
ま
つ
り
は
、森
林
で
育
ま
れ
た
山
の
幸
や
、木
の
温
も
り
を

感
じ
る
木
工
品
な
ど
、森
林
の
恵
み
を
感
じ
さ
せ
た
「
森
林
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、地
域
の
お
店
の
商
品
や
地
域
資
源
を
活
用
し

た
商
品
や
技
術
な
ど
、地
域
の
企
業
の
魅
力
を
照
会
し
た
「
商
工

会
ま
つ
り
」
、参
加
業
者

が
自
信
を
も
っ
て
提
供

す
る
商
品
の
即
売
や
、県

産
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
の
試
食
な
ど
、山
梨
の

魅
力
を
発
信
し
た
「
や
ま

な
し
の
県
産
品
フ
ェ
ア
」

か
ら
な
る
、「
ふ
る
さ
と

特
産
品
フ
ェ
ア
」
の
一
環

と
し
て
開
催
さ
れ
た
た
め
、

多
く
の
県
民
が
来
場
し

組
合
ブ
ー
ス
も
賑
わ
い

業
界
組
合
の
ピ
ー
ア
ー

ル
に
努
め
て
い
た
。

「
オ
リ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
」＆

　
　
　
　
　

  

「
コ
コ
リ
」誕
生
！！

甲府城南商店街振興組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

砕
石
場
の
安
全
確
保
の
た
め
に

　
　

   

特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

山梨県山砕石事業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

農
業
ま
つ
り
に

出
展
・
業
界
組
合
を
ピ
ー
ア
ー
ル

山梨県農業機械商業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

賑わいを見せる組合ブース

出展風景

　10
月
15
日
、山
梨
県
山
砕

石
事
業
協
同
組
合（
千
野
進

理
事
長
）は
、組
合
員
企
業
の

砕
石
場
の
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
た
。

　特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、過
去
、

砕
石
現
場
に
お
い
て
岩
石
掘

削
中
に
地
山
崩
壊
に
よ
る
事

故
が
発
生
、こ
れ
を
き
っ
か
け

と
し
て
昭
和
63
年
以
降
、学

識
経
験
者
や
許
認
可
権
者
の

指
導
・
助
言
を
拝
し
、法
令
遵

守
の
基
に
、組
合
員
各
社
の
砕
石
場
の
安
全
管
理
及
び
砕
掘
技
術

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、毎
年
春
・
秋
の
２
回
実
施
、今
日
ま
で
組

合
員
事
業
所
に
お
い
て
無
事
故
・
無
災
害
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、

非
常
に
高
い
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　今
回
の
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、組
合
の
生
産
・
安
全
委
員
会（
荒

井
義
信
理
事
・
委
員
長
）が
中
心
と
な
り
、学
識
経
験
者
と
し
て
山

梨
大
学
大
学
院
医
学
工
学
総
合
研
究
部
教
授 

工
学
博
士
の
村
上

幸
利
氏
、採
石
に
関
す
る
許
認
可
権
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
山
梨

県
森
林
環
境
部
森
林
整
備
課 

林
地
保
全
・
採
石
担
当
者
も
参
加
。

都
留
市
内
に
現
場
を
持
つ
、第
一
石
産
運
輸
株
式
会
社
及
び
有
限

会
社
上
田
屋
商
会
を
対
象
に
行
い
、一
断
面
の
砕
掘
髙
・
勾
配
・
事

業
区
域
に
お
け
る
作
業
場
と
外
部
と
の
境
の
距
離
な
ど
の
「
砕
掘

状
況
」
、堆
積
場
の
規
模
や
管
理
状
況
・
緑
化
対
策
な
ど
の
「
廃
土

石
処
理
の
状
況
」
、排
水
路
・
沈
殿
池
・
場
内
水
の
処
理
方
法
な
ど

「
汚
濁
水
の
処
理
状
況
」
、製
品
の
堆
積
状
況
・
粉
塵
・
飛
石
・
騒

音
な
ど
を
防
止
す
る
「
災
害
防
止
施
設
等
の
設
置
状
況
」
な
ど
約

20
項
目
に
渡
る
調
査
を
実
施
し
た
。　現

場
で
の
確
認
に
加
え
、関

係
書
類
や
現
場
の
職
員
等
へ
の

聞
き
取
り
調
査
を
行
う
こ
と
で
、

各
社
の
安
全
へ
の
取
組
が
一
層

強
力
に
行
わ
れ
る
効
果
が
生
ま

れ
る
。「
慣
れ
が
一
番
の
危
険

因
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、組
合

の
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
で
こ

れ
を
つ
み
取
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
い
」
と
小
菅
三
郎
専
務
理

事
は
語
っ
て
い
る
。

　甲
府
城
南
商

店
街
振
興
組
合

（
輿
石
陽
理
事

長
）は
、去
る
９

月
29
日
、こ
れ

ま
で
建
設
が
進

め
ら
れ
て
き
た

新
ア
ー
ケ
ー
ド

の
架
け
替
え
工

事
が
終
わ
り
、

完
成
を
祝
っ
て
の
竣
工
式
を
行
っ
た
。

　甲
府
市
中
心
街
の
「
オ
リ
オ
ン
通
り
」
の
名
称
で
長
年
親
し
ま

れ
て
き
た
商
店
街
が
、「
オ
リ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
、「
通
り
」
か
ら
「
広
場
」
へ
の
誕
生
の
瞬
間
と
な
っ
た
。

　完
成
し
た
「
オ
リ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
」
は
、従
来
の
ア
ー
ケ
ー
ド

よ
り
３
m
高
い
地
上
高
９
m
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
屋
根
で
、長
さ
は

約
57
m
。最
大
２
kw
発
電
で
き
る
16
枚
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
や
、

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
L
E
D
）照
明
な
ど
、環
境
へ
の
負
荷
を
抑
え

る
た
め
の
設
備
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。イ
ベ
ン
ト
用
の
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
や
放
送
設
備
も
設
置
し
た
。ア
ー
ケ
ー
ド
を
支
え
る
柱

に
は
、県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
の
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ジ
ュ

エ
リ
ー
絵
画
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

　ま
た
、10
月
22
日
に
は
、オ
リ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
と
と
も
に
建
設

が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
コ
コ
リ
」（
甲
府
紅
梅
地
区
市
街
地
再
開

発
ビ
ル
）と
の
合
同
で
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
た
。こ
の
「
コ
コ
リ
」
に
は
、ビ
ル
一
階
の
テ
ナ
ン
ト
に
は
婦

人
服
や
輸
入
雑
貨
店
、携
帯
電
話
専
門
店
な
ど
16
店
舗
の
入
店
す

る
。二
階
に
は
物
販
ス
ペ
ー
ス
「
甲
府
楽
市
」
、地
下
一
階
は
食
料

品
売
り
場
と
1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
入
店
す
る
。

　中
心
商
店
街
の
再
生
へ
向
け
て
、「
オ
リ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
」
＆

「
コ
コ
リ
」
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。 くす玉割り

細かな調査が行われ安全が確保されている

緑化対策を行い、元の山に戻す

ココリ正面入口
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　山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
女
性
部
会

（
矢
澤
ひ
ろ
子
会
長
）は
、10
月
12
日
甲
府
市

湯
村
「
甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て『
笑

顔
で
開
こ
う

　未
来
の
と
び
ら
』を
テ
ー
マ

に
第
11
回
県
大
会
を
開
催
し
、県
内
の
女
性

経
営
者
、経
営
者
パ
ー
ト
ナ
ー
、組
合
の
女
性

役
職
員
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　県
大
会
で
は
、来
賓
と
し
て
出
席
し
た
山

梨
県
商
工
労
働
部
の
末
木
一
浩
次
長
が
「
皆

さ
ん
の
笑
顔
で
山
梨
県
の
未
来
を
開
い
て
下

さ
い
。」
と
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　続
い
て
、経
験
発
表
で
は
、山
梨
県
食
品
工

業
団
地
協
同
組
合
の
清
水
麻
里
子
さ
ん
が
、

勤
続
25
年
を
振
り
返
っ
て
「
仕

事
の
都
合
で
、子
供
達
の
授
業

参
観
な
ど
に
行
っ
て
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
時
は
、負
い
目
に
感

じ
た
が
、成
人
し
た
子
供
達
か

ら
お
母
さ
ん
の
よ
う
に
な
り
た

い
。と
言
わ
れ
た
と
き
は
、感
無

量
で
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。」

な
ど
、仕
事
と
家
庭
、子
育
て
の

両
立
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　ま
た
、組
合
の
活
動
発
表
で

は
、山
梨
県
化
粧
品
小
売
協
同

組
合
女
性
部
の
渡
辺
真
弓
部
長

が
、組
合
活
動
が
低
迷
し
て
い

る
中
、女
性
の
視
点
や
行
動
力

で
組
合
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
あ

る
「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｙ
Ｏ
」
の
販
売
促

進
を
展
開
し
、共
同
販
売
事
業

の
活
性
化
や
独
自
の
イ
ベ
ン

ト
、新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
事
例
に
つ
い

て
実
演
を
交
え
な
が
ら
発
表
し

た
。　特

別
講
演
は
、㈱
エ
レ
ガ
ン

ト
・
マ
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
の
平
林

　都
学
院
長

を
招
き
、「
出
会
い
を
感
動
に
変
え
る
た
め

の
接
遇
術
」
と
題
し
て
講
演
会
を
行
っ
た
。

　平
林
先
生
は
、「
笑
み
を
浮
か
べ
て
ト
ゲ

を
刺
す
平
林
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
自
己
紹

介
の
あ
と
、｢

接
遇
に
外
見
や
年
齢
は
関
係
な

い
。〝
接
遇
〞が
出
来
れ
ば
、誰
し
も
幸
せ
に
な

れ
る
。｣

と
語
り
、接
遇
の
極
意
に
つ
い
て
は
、

「
言
葉
、表
情
、行
動
が
重
要
。相
手
に
ハ
ッ

キ
リ
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
接
遇
で
は
な
い
。ま

た
、言
葉
は
敵
に
も
味
方
に
も
な
る
。味
方
に

す
る
こ
と
で
状
況
が
変
わ
る
。」
と
、熱
く
語

り
、出
席
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、9
月
28
日
山
梨

県
Ｊ
Ａ
会
館
に
お
い
て
、農
商
工
連
携
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

育
成
講
座
の
開
講
式
を
行
い
、第
１
回
の
講
座
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　「
農
商
工
連
携
」
は
、農
業
者
と
商
工
業
者
が
相
互

に
ア
イ
デ
ィ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、技
術
な
ど
を
提
供
し
合

い
、協
力
し
て
新
製
品
や
新
し
い
販
路
、サ
ー
ビ
ス
の
開

拓
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を
共
同
で
行
う
こ
と
を
推

進
す
る
も
の
で
、国
内
で
は
近
年
、大
き
な
注
目
を
集
め

て
い
る
。

　開
講
式
で
は
、主
催
者
を
代
表
し
て
新
海
専
務
理
事

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、出
席
し
た
受
講
生
を
激
励
し
た
。

　講
座
初
日
は
、「
事
業
の
目
的
と
意
義
」
「
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
農
業
」
「
農
業
の
動
向
と
課
題
・
農
業
関
連

施
策
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
山
梨
県
総
合
理
工
学
研
究
機

構
総
長
で
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
小
林
正
彦
氏
や
農
学

博
士
の
眞
浦
正
徳
氏
、Ｊ
Ａ
山
梨
中
央
会
農
業
振
興
部

次
長
の
足
立
郁
也
氏
な
ど
に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　農
商
工
等
人
材
育
成
事
業
は
、中
小
企
業
庁
か
ら
委

託
を
受
け
た
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
、事
業
実

施
機
関
の
公
募
を
行
っ
た
も
の
で
、当
中
央
会
は
5
月

に
採
択
を
受
け
、7
月
中
旬
よ
り
具
体
的
な
事
業
を
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　今
回
開
講
し
た
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
育
成
講
座
は
、地
域

産
品
や
農
産
物
な
ど
の
地
域
資
源
と
経
営
戦
略
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
の
融
合
に
よ
り
、付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
作

り
出
し
、新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
取
り
組
も
う
と

す
る
農
業
者
や
中
小
企
業
事
業
者
な
ど
の
円
滑
な
連
携

と
効
果
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の
推
進
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
必
要
な
「
農
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
繋
ぐ
」
人
材
育
成
を

目
指
す
も
の
で
、当
初
計
画
の
募
集
定
員
を
上
回
る
29

名
が
受
講
す
る
。

　受
講
生
は
、大
学
生
、創
業
予
定
者
、農
業
者
、農
産

物
直
売
所
の
関
係
者
、様
々
な
業
種
の
中
小
企
業
経
営

者
・
自
営
業
者
、中
小
企
業
診
断
士
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
な
ど
業
種
、職
種
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、年
代
も

幅
広
い
。ま
た
、こ
の
講
座
の
特
徴
と
し
て
女
性
の
受
講

者
も
多
く
、「
農
商
工
連
携
」
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

が
伺
え
る
。

　育
成
講
座
は
、座
学
講
習
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

36
時
間
と
実
地
研
修（
先
進
地
視
察
・
現
地
実
習
）の
12

時
間
の
計
42
時
間
で
構
成
さ
れ
、座
学
と
実
地
研
修
合

わ
せ
て
24
時
間
以
上
の
受
講
生
に
は
修
了
証
書
が
渡
さ

れ
る
。ま
た
、こ
の
う
ち
希
望
者
は
全
国
中
央
会
の

W
e
b
サ
イ
ト
に
専
門
指
導
者
と
し
て
登
録
さ
れ
、他

で
実
施
さ
れ
る
農
商
工
連
携
の
支
援
に
携
わ
る
門
戸
が

広
が
る
。

　今
後
は
、来
年
1
月
中
旬
ま
で
に
座
学
全
8
回（
17
講

座
）と
実
地
研
修
2
回
を
実
施
し
、商
品
流
通
の
仕
組

み
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
、Ｉ
Ｔ
活
用
、ブ
ラ
ン
ド

戦
略
な
ど
多
く
の
専
門
分
野
の
テ
ー
マ
が
予
定
さ
れ
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
講
義

も
行
う
。

山梨県中小企業団体中央会女性部会山梨県中小企業団体中央会女性部会

伝説のマナー講師 平林先生を招き、県大会を開催伝説のマナー講師 平林先生を招き、県大会を開催

㈱エレガント・マナースクール　平林都先生

山梨県食品工業団地㈿
清水万里子さん

今回のナビゲーター講座には29名が受講する

平
成
22
年
度
農
商
工
連
携
等
人
材
育
成
事
業

農
商
工
連
携
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
人
材
育
成
講
座
が
開
講

山梨県総合理工学研究機構総長(東京大学
名誉教授)がこれからの日本の農業につい
て語った。

山梨県化粧品小売㈿女性部
渡辺真弓部長
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情報BOX
　中小企業にとっては、厳しい経営環境が続いており、先行きへの不安感は、組合事業へも大きく影響を及ぼし
始めています。
　『健全な組合運営の維持・基盤強化』や『事業の活性化』は多くの組合の共通課題であり、その根底には業界が
早急に対応すべき課題もあります。
　この事業では、組合や業界が直面する様々な課題のうち組合による取り組みによって効果が期待できる「課
題」を講習会・個別指導・視察研修・診断などと組み合わせ、専門家によるアドバイスを受けることが出来ます。

対象組合募集!!対象組合募集!!組合課題対応集中指導事業

■事業の詳細は、担当指導員又は下記までお気軽にお問い合わせ下さい。　
　山梨県中小企業団体中央会 連携支援課　TEL.055（237）3215　FAX.055（237）3216

1．対 象：専門家等を活用して直面する課題に取り組む組合
2．対象経費及び助成限度額：
　 専門家謝金・会場借料・車両借料などに要する経費の2/3
　 （上限100,000円）までは中央会が負担します。
3．実施完了期日：2011年1月末日までに事業完了

支 援 の 概 要 と 要 件

　や
ま
な
し
特
産
品
出
展
者
協
議
会
は
、

10
月
20
日
に
平
成
22
年
度
の
通
常
総
会
、

研
修
会
、交
流
会
を
開
催
し
た
。

　当
協
議
会
は
、会
員
相
互
の
情
報
交
換

と
連
携
に
基
づ
い
た
各
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、中
央
会
の
行
う
県
産
品
の

販
売
促
進
事
業
の
円
滑
、か
つ
、効
果
的
な

推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、昨
年

の
９
月
に
発
足
し
、現
在
、14
団
体
、41
企

業
の
計
55
団
体
、企
業
が
加
入
し
て
い
る
。

　総
会
に
は
、委
任
状
出
席
を
含
め
48
団

体
・
企
業
が
出
席
し
、平
成
21
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
、平
成
22
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
、役
員
変
更
、加
入
金
の
額
及
び

徴
収
方
法
が
審
議
さ
れ
、全
議
案
と
も
原

案
の
と
お
り
全
員
異
議
な
く
可
決
・
決
定

し
た
。

　ま
た
、22
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、県

内
外
の
ス
ー
パ
ー・
デ
パ
ー
ト
等
の
新
た
な

販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
開
拓
や
、海
外
に
お
け

る
販
路
開
拓
な
ど
の
調
査
研
究
を
実
施
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　総
会
終
了
後
、30
名
を
集
め
て
研
修
会

を
行
っ
た
。

　農
林
水
産
省
表
示
・
規
格
課
フ
ー
ド
・コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
チ
ー
ム

の
橋
本
賢
之
氏
を
講
師
と
し
て
「
新
た
な

販
促
手
法
の
活
用
を
!！
」
を
テ
ー
マ
に
研

修
を
行
っ
た
。橋
本
氏
の
講
演
内
容
は
次

の
と
お
り
。

　食
品
業
界
全
体
の
流
通
の
複
雑
化
に
伴

い
、食
品
に
関
す
る
事
件
、事
故
の
増
加
に

よ
り
食
品
全
般
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼

度
は
低
下
し
て
き
て
い
る
。消
費
者
の
食

品
を
見
る
目
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。食
の

安
全
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
お
り
、信

頼
度
の
醸
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　「
フ
ー
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
）〈
Ｆ

Ｃ
Ｐ
〉」
は
、ま
だ
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で

は
あ
る
が
、農
林
水
産
省
が
消
費
者
や
食

品
関
連
事
業
者
の
食
に
関
す
る
信
頼
度
を

醸
成
す
る
た
め
に
始
め
た
事
業
。

　具
体
的
に
は
、次
の
項
目
を
実
施
す
る

も
の
。
　

 

「
展
示
会・商
談
会
シ
ー
ト
」
の
導
入

　展
示
会
・
商
談
会
シ
ー
ト
を
開
発
。統
一

し
た
シ
ー
ト
の
利
用
に
よ
り
食
品
事
業
者

（
供
給
者
）、バ
イ
ヤ
ー
等（
需
要
者
）の
便

宜
を
図
る
。商
談
会
シ
ー
ト
は
各
地
の
展

示
会
等
で
利
用
さ
れ
て
き
て
お
り
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
や
利
用
シ
ー
ン
の
明
確
化
に
よ
る

効
率
的
な
商
談
が
期
待
出
来
る
。

 

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
16
」
の
導
入

　食
品
事
業
所
の
企
業
と
し
て
の
基
本
的

な
姿
勢
、行
動
基
準
を
明
確
化
し
、業
務
を

再
点
検
。事
業
者
同
士
、消
費
者
の
信
頼
を

構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
。「
協
働
着
眼

点
」
大
項
目
16
の
分
野
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。　各

種
項
目
を
統
一
シ
ー
ト
に
よ
り
作
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、事
業
所
の
見
直
し
や

改
善
点
が
明
確
と
な
り
、他
社
と
の
比
較

で
自
ら
の
問
題
点
に
気
づ
く
こ
と
も
可
能

と
な
る
。

　取
引
先
の
開
拓
の
際
に
自
社
の
取
組
み

を
理
解
し
て
も
ら
え
る
と
と
も
に
、商
談
会

シ
ー
ト
に
も
記
載
で
き
る
。消
費
者
と
の
信

頼
を
築
く
た
め
の
項
目
を
確
認
で
き
る
。

 

「
工
場
監
査
項
目
」
の
導
入

　工
場
監
査
シ
ー
ト
の
統
一
化
に
よ
り
、業

者
間
の
利
便
性
が
向
上
し
、業
者
間
の
利

用
が
高
ま
る
。

　実
際
は
各
種
取
引（
商
談
）の
た
め
の
資

料
を
記
載
し
た
シ
ー
ト
は
、企
業
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
。統

一
商
談
シ
ー
ト
の
採

用
は
、展
示
会
や
見

本
市
な
ど
バ
イ
ヤ
ー

に
と
っ
て
は
、理
解

し
や
す
い
と
同
時
に

他
者
と
の
比
較
も
可

能
と
な
り
利
用
価

値
は
高
い
。

　主
に
こ
れ
ら
統
一

化
し
た
３
様
式
・
項

目
は
企
業
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
、食
品

関
連
企
業
に
導
入

し
て
も
ら
い
た
い
。

食
品
事
業
者（
主
に

加
工
食
品
）が
主
体

的
に
企
業
内
容
を

公
開
す
る
こ
と
で
、

消
費
者
や
取
引
先

の
信
頼
性
の
向
上
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。こ
れ

ら
企
業
活
動
を
通

し
て
消
費
者
や
業
者

間
の
信
頼
を
得
る
こ

と
に
よ
り
、自
ら
の

商
品
の
販
売
促
進

に
役
立
て
て
も
ら
い

た
い
。

問題解決に挑む組合の「やる気」を支援します。問題解決に挑む組合の「やる気」を支援します。

講演する橋本氏

やまなし特産品出展者協議会

●FCPの詳細・問合せ先
　ホームページ　http://www.food-communication-project.jp
●農林水産省　消費・安全局　表示・規格課　フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局
　TEL 03-6744-2397
　Email：fcp_jimukyoku@nm.maff.go.jp

特産品出展者協議会の総会・研修会を開催特産品出展者協議会の総会・研修会を開催

参加者が熱心に耳を傾けた研修会場
あいさつをする

武田出展者協議会会長

今が取り組みの
チャンスです

日本政策金融公庫　国民生活事業は、中小企業をは
じめとするみなさまのための政府系金融機関です。

甲府支店 国民生活事業
〒400-0031  
甲府市丸の内2丁目26番2号
ＴＥＬ055-224-5366（お申込み相談）

中小企業や新しく事業を
始められる方をはじめとする
みなさまの夢の実現、お手伝い。

中小企業のみなさまへ

国の事業ローン

新規開業ローン

国の教育ローン

国の事業ローン
新たに事業を始められる方へ

新規開業ローン
お子さまが入学・在学される方へ

国の教育ローン
お問い合わせは

日本公庫 検索
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情報BOX
DREAM-MATCH PROJECT
　　（ドリーム・マッチ プロジェクト）
DREAM-MATCH PROJECT
　　（ドリーム・マッチ プロジェクト）

※審査結果によっては、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめ御了承ください。

　９
月
28
〜
29
日

の
両
日
、平
成
22
年

度『
レ
デ
ィ
ー
ス
中

央
会
全
国
フ
ォ
ー

ラ
ム 

in 

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ

ｏ
』が
東
京
都
港
区

「
A
N
A
イ
ン
タ

ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
東
京
」
で

開
催
さ
れ
た
。本
県

か
ら
15
名
、全
国
か
ら
約
２
５
０
名
の
女
性
経
営
者
、経
営
者
夫

人
、組
合
の
女
性
役
職
員
が
参
加
し
た
。

　講
演
で
は
、『
今
後
の
日
本
経
済

　社
会
と
女
性
が
担
う
べ
き

役
割
』と
題
し
、財
団
法
人
大
宅
壮
一
文
庫
理
事
長 

大
宅
映
子
氏

が
、「
豊
か
に
な
り
す
ぎ
た
日
本
は
、貧
し
く
な
っ
て
い
く
。今
こ

そ
、自
分
自
身
に
何
が
必
要
な
の
か
。ま
た
、学
校
で
は
教
え
て
く

れ
な
い
家
族
愛
、家
庭
生
活
が
、工
夫
や
知
恵
の
源
に
な
る
。」

と
、女
性
が
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
や
家
庭
、社
会
に
与
え
る
効

果
な
ど
、女
性
が
生
む
力
の
大
き
さ
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　続
い
て
、３
つ
の
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。第
一
分
科
会
に
は
、80

名
以
上
の
参
加
者
が
集
い『
女
性
の
力
が
未
来
を
変
え
る
』を
テ

ー
マ
に
行
わ
れ
た
。５
つ
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、当
県
か
ら
は

山
梨
県
化
粧
品
小
売（
協
）女
性
部
の
渡
辺
真
弓
部
長
が
、女
性

部
の
設
立
、運
営
秘
話
や
女
性
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
に
よ

る
共
同
販
売
事
業
の
活
性
化
策
、独
自
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い

て
紹
介
し
た
後
、参
加
者
を
巻
き
込
ん
だ
実
技
も
併
せ
て
披
露

し
会
場
を
沸
か
せ
た
。事
例
発
表
後
、11
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、女
性
が
果
た
す
役
割
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　ま
た
、第
二
分
科
会
で
は
「
も
の
づ
く
り
」
、第
３
分
科
会
は

「
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

　交
流
会
に
先
立
ち
、各
分
科
会
報
告
が
行
わ
れ
第
一
分
科
会

総
括
の
深
澤
紗
世
子
全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
副
会
長（
山
梨

県
女
性
部
会
名
誉
会
長
）が
、「
各
地
域
に
お
け
る
事
例
発
表
と

熱
い
討
議
に
心

を
打
た
れ
た
。

皆
さ
ん
の
柔
軟

な
発
想
や
行
動

力
こ
そ
が
、未

来
を
変
え
る
と

実
感
し
た
。」

と
感
想
を
述
べ

た
。そ
の
後
、参

加
者
が
地
域
を

越
え
て
テ
ー
ブ

ル
を
囲
み
、情

報
交
換
や
親
睦

を
深
め
た
。

　来
年
は
大
阪

で
の
開
催
が
決

定
さ
れ
た
。

　経済産業省からの補助を基に、中小企業の人材確保・育成支援を行っている日本商工会議所は、
「DREAM-MATCH PROJECT（ドリーム・マッチ プロジェクト）」（委託先：㈱リクルート）として、新卒
採用に苦戦する中小企業と学生をマッチングさせる取組を行っています。

　「DREAM-MATCH PROJECT」では、企業が求人票を登録するだけで学生との面談が手間をかけ
ずに設定されるWEBサービス「DREAM-MATCH NAVI（ナビ）」と、イベント（合同説明会）を通じ
て学生との面談・選考が行える「DREAM-MATCH LIVE（ライブ）」の2種類のサービスがあります。

対　象　者
　2010年4月～2011年3月卒業・卒業予定の日本全国の大学生、大学院生、短大生、高専生、専門学
校生（海外学校を含む）及び、2010年3月卒の既卒者（現在、約4万人近くの登録があります。）
対象企業
　2011年3月卒の新卒採用予定がある企業、従業員数1,000人以下の企業、その他条件があります。
利　用　料
無料（ナビ・ライブともに）
留　意　点 
イベント（合同説明会）「DREAM-MATCH  LIVE」について追加開催が決定しました。
（東京では、12月12日㈰に東京ビックサイトで開催されます。)
サービスの詳細、申込みは以下のURLをご覧下さい。　▶http://dream-match.jp

DREAM-MATCH PROJECT（ドリーム・マッチ プロジェクト）のお問い合わせ先
DREAM-MATCH PROJECT事務局（㈱リクルート内）　Tel.03-5365-2111（9:00～18:00）

労使の協力で、労働時間を
適正化しましょう。

労使の協力で、労働時間を
適正化しましょう。

　労働者の健康を損ない過重労働はいけません。労働基準法に違反する賃金不払残業も
許されないことです。労使が協力し長時間労働を抑制しましょう。

内　容

山梨県中小企業団体中央会女性部会山梨県中小企業団体中央会女性部会 レディース中央会全国フォーラムに参加レディース中央会全国フォーラムに参加

参加者のみなさん

第1分科会報告をする
深澤紗世子名誉会長

11月は「労働時間適正化キャンペーン」期間です。
厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署
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当
会

　事
務
局
長

　故
飯
野
鉄
夫
儀 

去
る
平
成
22
年
9
月
30
日
享
年

59
歳
に
て
逝
去
い
た
し
ま
し
た
。謹
ん
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　生
前
の
当
会
運
営
に
関
す
る
ご
尽
力
に
対
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　な
お
、ご
葬
儀
は
平
成
22
年
10
月
3
日
ア
ピ
オ
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
甲

府
に
て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　ご
連
絡
漏
れ
等
不
手
際
の
段
、ご
容
赦
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　私は、８月16日から20日の間で山梨県中小企業中央会

のインターンシップを受けさせていただきました。今回の

インターンシップを通じて、自分自身が大きく成長できたと

思います。今まではアルバイトを通じてある程度社会のこ

とを理解してきたと思いこんでいましたが、それは間違い

だということに気がつきました。レクチャーを受けたり、巡

回に同行させていただくなかで、各業界の方々のそれぞれの仕事の大変さや、やりがいを知ることができたし、

自分がこれから何をしなければいけないのか、何を考えるべきなのか等がだんだん見えてきた気がします。

　これから、本格的に就職活動が始まりますが、今回インターンシップで得た経験や知識を活かして頑張って行

きたいと思います。私に成長の機会を与えてくださった中央会の皆様、また各業界の皆様には感謝の気持ちで

いっぱいです。５日間、本当にありがとうございました。

●山梨学院大学　現代ビジネス学部　現代ビジネス学科

3年　川野 智郁

　8/30～9/3の5日間、山梨県中小企業団体中央会での
インターンシップに参加させていただきました。山梨県の
経済活性の取り組みを通して社会がどう動いているのか、
それだけでなく、就職先の選拓法、社会人としてのあり方や
マナーなどを学ばせていただきました。
　学校の授業では習っていても、あまり身近に感じられな
かった経済が身近に考えられるようになり、どんなに小さ
な企業でも「さまざまな人たちに支えられ繋がっている」ということを感じることができました。企業の方々に
実際にお話を聞き、仕事に対する誇りや姿勢を感じ、就職に対する意識が変わったのを実感しています。
人前に出るのが苦手で、社会に出てちゃんとやっていくことができるのか不安だった私に、さまざまなアドバイ
スを与えてくれたり、知識のない私に丁寧に教えていただいたりと暖かく受け入れてくださりありがとうござい
ました。今後就職活動をしていく中で、この研修で学んだマナーや仕事に対する姿勢を身につけ、「なりたい自分
像」へなれるように努力していこうと思います。
　最後になりましたが、指導していただいた中央会の皆様と、企業の方々にはたいへんお世話になりました。お
忙しい中たくさんのこと教えていただきありがとうございました。

●帝京科学大学　生命環境学部　アニマルサイエンス学科

3年　藤永 真央

〒400-0355　甲府市飯田3丁目3-28
Tel.055-228-8383

㈳山梨県シルバー人材センター連合会
＊詳しくは下記までお問合せ下さい。

シニア就業支援プログラム事業
55歳以上で雇用就業・社会参加を希望する高年齢者
に地域ネットワークと連携して支援します。

シルバー人材センター連合会へ登録

●ワークショップ（職場体験、ボランティア、 シルバー就業体験等）
●就業支援講座

企業・事業主

 日　時 会　　場 講座内容
 12月15日（水） 富士吉田シティ 高年齢者の
 13時30分～ ホテル 就職にむけて

平成23年

1月12日（水）
16：00～18：00

アピオ甲府
中巨摩郡昭和町西条3600

式　典▶16：00～16：40
交流会▶16：40～18：00

中小企業団体
新春交流会の
ご案内

中小企業団体
新春交流会の
ご案内

第14回

開催
日時

開催
場所

内容

多数のご参加をお待ちしております。

訃

　
　報


